
p. 1 

 

2025 年度 第 3 回幹事会レジュメ      2025 年 10 月 21 日  

１.各団体の状況  

2.町田市への再要請（別紙参照）と 11/4 市との懇談のテーマ 

3.情勢と東京社保協 

（1）子どもの貧困が深刻化：ひとり親家庭の子ども達の３８％が「１日 2 食」、３％が「1 日 1 食」で夏

休みを過ごしていると回答。熱中症問題…公共図書館など施設の民営化や児童館の業態変更などで、無料で

利用できる施設がなくなってきている中で、熱中症で搬送される子ともが増えた問題。 

（2）医療問題 

①国立大病院、物価高で苦境：国立大学病院長会議の大鳥会長は 10/3 の記者会見、25 年度の国立大 

学病院全体の経常損益は 400 億円を超え「過去最大の危機を迎える」。26 年度診療報酬改定、病院には 11％

プラス改定が必要。現金収支が赤字は、42 の大学病院本院のうち 33 病院に上る。 

②日本看護協会：看護師３割ボーナス減、夜勤手当が支給できない病院も 4.4％。 

 

②診療報酬改定 12 月に基本方針、年内に改定率が決定？：人権としての医療介護東京実行委員会は、 

診療報酬だけでは限界、公費投入の恒常化・増額や窓口負担軽減策、消費税の取り扱い見直しの必要。 

 

③２８年度以降 40 年代まで病床削減・病院再編さらに「新・地域医療構想」で、外来・在宅医療と介護の連

携を含めた「地域全体の医療提供体制」が対象。 

④多摩地域の保健所増設を求める運動：200 団体超賛同、都や多摩地域の団体に共同の申し入れ活動。 

 

（3）生存権裁判を支える東京連絡会：10/28(火)ニッショーホール「早期全面解決に向けた大決起集会」 

 

（4）年金関係①28 年度から配偶者「加算年金」縮小：23 年 3 月末で約 92 万人対象、28 年度以降の新た

な受給者に現在より約 1 割減。②28 年度から遺族厚生年金改定：１８歳までの子どものいない遺族厚生年

金受給者は５年の有期給付に 

 

（5）２６年度の概算要求の一般会計：総額は１２２兆４４５４億円、３年連続で過去最大を更新。 

①今年は裁量的経費の削減という条件をなくし、「前年度当初予算に相当する額」を要求可。物価高対策な

ど「重要政策の推進」は２割増しで要望でき、「特別枠」はやめた。 

 

②厚労省は過去最大の３４兆７９２９億円を要求：年金・医療など高齢化に伴う自然増は４０００億円。

「ＯＴＣ類似薬の保険給付の在り方の見直し」「病床削減」を２６年度から実行すると明記。 
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③防衛省は８兆８４５４億円：２５年度当初予算より約１４００億円増。日米特別委員会経費など確定してい

ないが、加えれば総額９兆円超か。ドローン導入に向けた実証試験に、イスラエル製を含む。 

④マイナ関連予算８２３０.９億円：マイナカードの更新など自治体の更新業務ひっ迫。 

 

4. 地域社保協交流集会 10/11 日(土)ラパスホール：都市部の所得格差が深刻、家賃の高騰、孤独死の増加 

台東区社保協：補聴器の補助４月より実施、２００名以上が利用。今後、現物支給もできるように運動。 

5.医療・社会保障解体政策を跳ね返すために！山根浩東京民医連事務局次長：社会保障費の伸びは高齢化に

よるものが 1/3、医学などの進歩によるものが 2/3、高齢化の伸びだけ抑えることが誤り。以前厚労省など

は、２５年に医療費１４１兆円となるとの膨張をあおったが、２２年度で４６．７兆円。政府の社会保障抑

制政策「高齢者優遇論」のまやかしをあばき、広げ「分断」を乗り越え「共同」を。大企業優遇と大軍拡政

策を転換しなければ、医療・介護は守れない。 

＊安心して医療を受けることが出来る社会に。若者から希望を奪っているものは、低賃金• 高すぎる学費・

家賃• 平和（安心）• 将来不安• 自己肯定感が持てない。手取りを増やせば、解決できる問題ではない。 

＊２５年度予算：物価上昇率を下回る社会保障、文教・食料安定供給予算マイナス・防衛関係費のみ突出 

取り組み方針①後期高齢者負担増反対、高額療養費限度額引き上げ白紙撤回、OTC 類似薬保険外し反対な

ど社保運動、医師増員、看護・介護職員の処遇改善などの運動と一体となって取り組みます。 

 

6.行事・署名活動など 

（1）新介護署名について →第一次集約は 11 月 20 日(木)衆議院第 2 議員会館 ：署名チラシの裏側 

（2）11/10 介護・認知症なんでも電話相談 10 時～17 時、各団体は宣伝を 

（3）憲法アクション 11/3(祭)14：00～15：00 国会議事堂正門前：和田靜香氏（平和を求め軍拡を許さ

ない女たちの会、ライター）伊藤千尋氏（国際ジャーナリスト）、連帯あいさつ立憲野党のみなさん 

（4）11/22 13：00～ 東京社保学校の申し込み ZOOM 

（5）11/16 市民ホール第４会議室 13：30～：秋田しづか氏と内田聖子氏 お話会 

 

（6）12/7 13：30～14：30 雨天決行 市民の声を市政に！第 2 回市民パレード  

目的：市民の声が届く市政をアピールするため （中止の場合：9 時に各団体連絡） 

1）連絡網（新婦人・守る会・民商・都教組・地区労・年金者組合・土建）LAIN 

2）3 グループ ：①学校統廃合・公共施設関係 ②公園関係 ③社会保障・公共交通関係 

各団体の旗・プラカード・プラスター・うちわなど持参を 

3）町田市原町田わかば公園集合～市役所一周して市民ホール付近で解散…一市民ホールで交流会 

 ＊次回打合せ 11/15 16：30～ まちさが事務所 11/27 10：00～教育会館 

次回 11/18（火）18 時半～  ことばらんど会議室 3 


